

	教材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	19「風を感じて－村上清加のチャレンジ」
	困難や苦難に直面しても，目標の達成に向けて前向きに挑戦し続ける村上清加選手の思いや生き方について考えることを通して，目標に向けて強い意志を持ち，前向きに努力していこうとする心情を育てる。
( A　希望と勇気，克己と強い意志)	
	　（　１　/　１　）

	

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	授業評価
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　挑戦することについて考える。

	・ねらいとする道徳的価値への思いをふくらませられるようにする。
・日常の小さな目標や中学校生活で挑戦したいことなど，具体的な視点を与えて想起させる。
	
	②パラリンピックの写真や動画等を活用し、教材への関心を高めさせる。（一人一台端末の活用）


	展
開
	２　「風を感じて－村上清加のチャレンジ」を読んで話し合う。 陸上経験のなかった村上さんが，レースにチャレンジし続けているのはなぜだろう。


[bookmark: _Hlk114660904][bookmark: _Hlk114660905][bookmark: _Hlk114660908][bookmark: _Hlk114660909]いるのはなぜだろう。

　


３　村上さんの生き方から学んだことを話し合う。
・村上さんの生き方から学んだことはどのようなことだろう。村上さんの生き方から学んだことはどのようなことだろう。


いるのはなぜだろう。



	


・挑戦し続ける中で，支えになったことについて，多様な視点から考えさせる。
・村上さんの生き方から，苦難や困難との向き合い方や，希望を持って努力し続けることのすばらしさ，また，自身を支えた周囲に感謝する心が次なる目標の支えにもつながることなどを感じ取らせる。
	


・グループで話し合いやすい発問構成になっていたか。

	③大事故にあった村上さんの苦難や困難について，自分の考えを持たせてから，グループで話し合い，人間の弱さの部分についての理解を深めさせる。

	ま
と
め
	４　教師の話を聞き，本時のまとめをする。


	・「マララ・ユスフザイ－困難を乗り越えて」を読ませる。
・挑戦し続ける生き方，前向きな生き方に共感を持たせる。
・今日の学習を振り返り，学んだことや考えたことを書かせる。
	
	





特別の教科　道徳　第１学年　　本時の指導計画例

※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。
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